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北海道 /豊平川
とよひらがわ

Pro�le

　
経
緯
・
目
的

豊
平
川
生
ま
れ
の
野
生
魚
を
増
や
す
た
め
に

　

豊
平
川
で
は
、
市
民
に
よ
る
カ
ム
バ
ッ
ク

サ
ー
モ
ン
運
動
を
契
機
に
1
9
7
9
年
か
ら
サ

ケ
稚
魚
の
放
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
の
調
査
で
、
自
然
産
卵
由
来
の
野
生
魚
が
半

数
以
上
を
占
め
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、将
来
の
サ
ケ
の
あ
り
方
を
考
え
、

豊
平
川
生
ま
れ
の
野
生
魚
を
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
産
卵
に
適
し
た
環

境
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
産
卵
環

境
復
元
を
目
的
に
、
河
川
管
理
者
、
研
究
者
、

工
事
業
者
ら
と
連
携
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

手
作
業
で
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
大
き
な
拡
が
り
へ

■
ま
ず
は
人
力
で

　
「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
」
を

合
言
葉
に
、
2
0
1
5
年
は
ス
コ
ッ
プ
や
つ
る

は
し
を
使
っ
た
手
作
業
で
、
川
底
の
耕
起
。

■
河
川
管
理
者
（
札
幌
河
川
事
務
所
）
の
協
力

　
工
事
中
の
現
場
付
近
で
河
床
を
切
り
下
げ
て

産
卵
場
を
作
る
試
み
に
挑
戦
。

■
工
事
業
者
の
協
力

　
産
卵
が
集
中
す
る
場
所
の
環
境
改
善
を
工
事

業
者
の
地
域
貢
献
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
よ
り

実
施
（
重
機
使
用
）。

■
結
果
が
評
価
さ
れ
る

　

改
善
し
た
環
境
に
多
く
の
産
卵
床
が
見
ら

れ
、
工
事
業
者
は
表
彰
を
受
け
る
な
ど
社
会
的

な
評
価
も
高
ま
り
、
現
在
も
活
動
が
継
続
。

　
活
動
の
な
が
れ

2014.1

札
幌
ワ
イ
ル
ド
サ
ー
モ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

豊
平
川
に
野
生
の
サ
ケ
を

増
や
す
た
め
の
環
境
づ
く
り

【河川名】
石狩川水系豊平川
【執筆者】
有賀望（札幌ワイルドサーモン
プロジェクト 共同代表）

2016.9

工
事
現
場
付
近
の
河
床
耕
起

 地点 B

2017.9

水
路
復
元
に
よ
る
泥
の
排
出

 地点 C

2018.8

流
路
の
復
元
と
樹
林
伐
採

 地点 D

2019.8

閉
塞
し
た
水
路
の
再
復
元

 地点 C,D

2015.10

人
力
に
よ
る
河
床
耕
起

硬
く
締
ま
っ
て
い
る
河
床
を

ス
コ
ッ
プ
で
耕
す

 　地点 A

 

実
施
体
制
・
ス
キ
ー
ム

　

札
幌
ワ
イ
ル
ド
サ
ー
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
S
W
S
P
）
は
、
札
幌
市
豊
平
川
さ
け
科
学

館
が
事
務
局
を
務
め
、
国
立
研
究
開
発
法
人
水

産
研
究
・
教
育
機
構
北
海
道
区
水
産
研
究
所
や

国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
寒
地
土
木
研

究
所
な
ど
の
研
究
機
関
や
河
川
管
理
者
で
あ
る

北
海
道
開
発
局
（
札
幌
河
川
事
務
所
）
ほ
か
地

域
の
有
志
が
連
携
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
産
卵
環
境
の
改
善
に
は
、
河
川
管
理

者
か
ら
工
事
を
受
注
す
る
業
者
が
、
地
域
貢
献

と
い
う
形
で
協
力
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ

り
、
大
き
な
成
果
を
得
て
い
ま
す
。

2015年人力による河床耕起（地点 A）2017年閉塞した流路の復活（地点 C）2018年流路の復元と樹林伐採（地点 D）

大都市札幌を流れる豊平川には、サケが遡上し自然産卵
していますが、産卵に適した環境が年々少なくなっています。
そこで、産卵環境復元の取り組みが、河川管理者、
研究者、工事業者などの協力と連携により進められています。

北海道札幌市

豊平川に遡上するサケ
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工
法
の
説
明
・
工
夫
し
た
点

　
図
面
作
製
や
物
理
環
境
の
計
測
は
寒
地
土
木

研
究
所
、
産
卵
床
の
計
数
や
卵
の
生
存
率
確
認

を
さ
け
科
学
館
や
北
海
道
区
水
産
研
究
所
等
が

担
当
す
る
な
ど
、
各
自
が
得
意
な
分
野
を
分
担

し
て
、
効
果
の
検
証
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
豊
平
川
に
お
け
る
サ
ケ
の
産
卵
環
境
の
改
善

は
、
漁
業
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
し
、
S
W
S
P
へ
の
理
解
を
求
め
る
た
め
に

石
狩
湾
漁
協
へ
事
前
説
明
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
川
敷
を
通
行
す
る
市
民
の
関
心
を
高

め
る
た
め
に
、
サ
ケ
が
観
察
し
や
す
い
よ
う
に

草
刈
り
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　使用材料・工具・造り方

　
施
工
後
の
維
持
管
理
や

　
利
活
用
の
工
夫

　

サ
ケ
の
遡
上
状
況
を
小
ま
め
に
調
査
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
S
N
S
な
ど
で
周
知
し
た

り
、
市
民
や
小
学
校
を
対
象
と
し
た
観
察
会
を

複
数
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
看
板
を
設
置
し
、
通
行
す
る
人
へ
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
効
果
（
一
次
効
果
・
二
次
効
果
）

観
察
場
所
の
提
供

　
観
察
し
や
す
い
場
所
が
で
き
た
た
め
、
河
川

敷
を
利
用
す
る
市
民
が
サ
ケ
を
目
に
す
る
機
会

が
増
え
ま
し
た
。

卵
の
生
存
率
も
良
好

　
2
0
1
7
年
以
降
は
、
環
境
改
善
に
よ
り
産

卵
床
数
が
増
え
、
卵
の
生
存
率
も
良
好
で
す
。

社
会
の
反
響
が
新
た
な
活
力
に

　
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
多
く
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
S
N
S
の
反
響
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

2018年掘削水路内の産卵床調査

周知看板の設置

工事業者による測量 汚濁防止フェンス

産卵床を守るメスザケ

さっぽろワイルドサーモンフットパスの開催

テレビや新聞などの取材

小学校のサケ観察会生存率を確認した発眼卵

河川管理者、研究者、建設コンサルタント、工事業者などが、
豊平川のサケのために「それぞれができること」をやってい
ます。そこに集う皆さんがキーパーソンです。

札幌ワイルドサーモンプロジェクトのみなさん

産卵環境改善方法の現場打合せ

現場のキーパーソン


